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はじめに

一般に「ウミウシ」と呼ばれる裸鰓類は，潮間帯から深海に
かけて広く生息しており，種または地理的条件によって多様な
色彩パターンを持つことで知られる（図１）．その印象的な体
色から，レジャーダイバーやナチュラリスト，水中写真家の間
で非常に人気のある動物である．ウミウシのカラフルな色や模
様は，捕食者から逃れるために，時に隠蔽的擬態，時に警告色
として機能すると考えられている．さらに，ウミウシの体から
は餌資源（主にカイメンのような固着生物）由来とされる抗マ
ラリア，抗真菌，抗炎症，抗微生物作用を示す様々な化合物が
発見されており，ウミウシはこれら化合物を防御に用いている
ことが示唆されている（Cheney & Wilson, 2018）．また，一部
のウミウシにおいて，抽出された化学防御化合物の種類と系統
関係が強く結びついていることが明らかになっている（Wilson 
et al., 2013）．ウミウシの体長は１cm～30 cmと様々で，体形
や解剖学的特性もグループによって多様化している．
世界中の熱帯や温帯といった様々な環境から，約2000種程
度が記載されているものの（MolluscaBase, 2022），未記載種
が多数発見されており，種数は今後更に倍増することが予想
されている．日本では，ウミウシは人気がある海洋生物であり，
多くのガイドブックが出版されている一方で（例えば，中野，
2018；小野＆加藤，2020），ウミウシの分類を専門にする研究
者は非常に限られている．日本におけるウミウシの多様性を
理解する上でも，分類学的な研究が望まれている．そこで本
稿では，筆者がこれまでに取り組んできたアデヤカイロウミ
ウシ属（Genus Goniobranchus）の系統分類学的な研究の一部
を紹介する．

アデヤカイロウミウシとは

ウミウシの主要なグループの一つである Doridina（ドーリ
ス亜目）は，外套膜と体の背面に露出した鰓を持ち，鰓や歯舌
と呼ばれる歯を防御機構の一環として引っ込めることができる．
ドーリス亜目の中でアデヤカイロウミウシ属は，54種から構成
されるグループであり，日本を含むインド太平洋域の熱帯域～
温帯域で観察することができる（Johnson & Gosliner, 2012）．
一般にアデヤカイロウミウシ類は，卵形の体形を持ち（図２），
外套膜の下に様々な外套腺（mantle glands）を備えている．一
部のアデヤカイロウミウシ類は外套膜をゆらゆらと動かすユニ
ークな行動をとるが，この行動については，科学的にまだ謎で
ある．食性は肉食性で主に海綿動物を餌とすることで知られて
いる．

アデヤカイロウミウシの系統分類

かつてウミウシの分類は外部・内部形態に基づいて行われて
きたが，分子系統解析の適用により，異なる形態型が同一種で
ある可能性が示され（例えば，Layton et al., 2018; Epstein et 
al., 2019），更に隠蔽種の存在が確認されるケース（例えば，
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Bonomo & Gosliner, 2020; Sørensen et al., 2020）が多数報告さ
れるなど，分子系統解析に基づいた分類体系の再編がなされて
いる．アデヤカイロウミウシ属の系統分類学的研究は，筆者が
琉球大学の博士論文で対象としていた赤い網目状の体色を持つ
グループ（red-reticulate group）と外套膜が白く，その縁が
様々な線で囲まれているグループ（white mantle with various 
marginal bands group）の２例のみである．ここでは筆者が博
士課程で取り組んできた研究の成果の概要を説明する．
まず赤い網目状の体色を持つグループから紹介したい．日本

で観察される，赤い網目状の体色を持つグループとして，チリ
メンウミウシとサラサウミウシが挙げられる．両種とも赤い網
目状の体色を持つが，サラサウミウシは外套膜の縁が黄色い線
で囲まれている．かつてチリメンウミウシとサラサウミウシが
同種であるか別種であるかについて議論が交わされてきた．
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図２　 アデヤカイロウミウシの一例．

図１　 日本において撮影したウミウシ．
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図３　 赤い網目状の体色を持つグループ（red-reticulate group）：ａチリメンウミウシ，bサラサウミウシ．

Rudman（1999）は，解剖学的特性が似ていることから２種を
同種として見なしていたが，他の研究者は別種として扱ってい
た．そこで筆者の研究では，チリメンウミウシ，サラサウミウ
シを対象に形態観察と分子系統解析を併用することで，分類学
的再検討を行った．その結果，チリメンウミウシおよびサラサ
ウミウシは別種かつ未記載種であることが明らかになったため
（Soong et al., 2020），現在これら２種の記載を進めているとこ
ろである（図３）．
続いて，外套膜が白く，その縁が様々な線で囲まれているグ
ループについて紹介する（図４）．代表的な種として，ボンボ
リイロウミウシ，ウチナミシラヒメウミウシ，シラヒメウミウ
シ，ミナミシラヒメウミウシ，フチドリウサギウミウシ，ハス
イロウミウシが挙げられる．これら種の外套膜の縁は１つまた
それ以上の線で囲まれており，その色彩パターンは多岐に渡る
るが，これら種の種間関係について研究された例はなかった．
そこで筆者は，日本を含むインド太平洋域にて採集された標本
とカルフォルニア科学アカデミー（アメリカ）に所蔵されてい
る標本を用いて，本グループの種間関係を明らかにすることを
目的に研究を行った．その結果，ウチナミシラヒメウミウシ，
シラヒメウミウシ，ミナミシラヒメウミウシ，フチドリウサギ
ウミウシ，ハスイロウミウシは単系統してまとまった．その一
方で，ボンボリイロウミウシは，系統的に全く異なる，フジナ
ミイロウミウシやアカネコモンウミウシに近縁であった．従っ

て，ボンボリイロウミウシの色彩パターンは，収斂進化によっ
て獲得したことが示唆された．また，分子系統解析の結果から，
フチドリウサギウミウシの色彩変異として扱われてきた形態型
は，実は遺伝的にフチドリウサギウミウシと異なることが明ら
かになった．そのため，この形態型を新種 Goniobranchus 
fabulus Soong & Gosliner, 2022として記載した．

おわりに

筆者は今年，琉球大学にて学位を取得したが，今後も日本で
アデヤカイロウミウシ属の研究を継続する予定である．本稿で
は，２つのグループ（赤い網目状の体色を持つグループと外套
膜が白く，その縁が様々な線で囲まれているグループ）を紹介
したが，他の色彩パターンを持つグループも存在することから，
今後はこれらグループも対象に研究を進めたいと考えている．
これまでの研究で日本において多数の未記載種が発見されたこ
とから，アデヤカイロウミウシ属の種多様性は今後更に高くな
ることが予想されており，これらの記載作業を地道に進めてい
くことで，日本のウミウシの多様性理解に貢献したいと思って
いる．
また筆者の系統分類学的な研究を踏まえて，不明な点が多い

アデヤカイロウミウシ属の食性や行動についても追究して行く
ことで，「海の宝石」と呼ばれるウミウシたちの総合的な理解
に貢献したい．

図４　 外套膜が白く，その縁が様々な線で囲まれているグループ（white mantle with various marginal bands group）．a：ボン
ボリイロウミウシ，b：フチドリウサギウミウシ，c：ウチナミシラヒメウミウシ，d：シラヒメウミウシ，e：ミナミシラ
ヒメウミウシ，f：ハスイロウミウシ（Soong et al., 2022を一部改変）．
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図５　 外套膜が白く，その縁が様々な線で囲まれているグループの系統関係（Soong et al., 2022から抜粋）．黒棒は ABGD解析による
クレードグルーピングの結果を表している．


